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《2016年度第 2回大会（総 67回）：2016年 12月 10日（土） 於：岩手大学》 

（Ⅰ）里耶秦簡の隷書・篆書・習字簡について 

矢野 千載（盛岡大学文学部日本文学科教授） 

本報告では、1.里耶秦簡の隷書書法の多様性、2.楚簡の文字及びそれと何らかの書法的

な関わりが考えられる字例、3.簡牘上の篆書とそれが意味するもの、4.史の条件と習字簡

から考えられる史の書写意識、の四つについて口頭発表した。 

  1.では、意外な秦隷の書風、「遷陵洞庭」の字例、横画の向き、縦長・扁平な字形、払

いの強調、の五つに分け、2.では、第 5層の楚簡と第 9層 981簡牘について、3.では、第

8 層の 461木方の字形、里耶秦簡の篆書の字例、秦代の書体について、簡牘上の篆書が意

味するもの、について、4.では、漢代の史の条件（漢書芸文志、説文解字序、張家山漢簡

・史律）と習字簡から考えられる史の書写意識について卑見を述べた。 

  質疑では、8-461木方の書体に関すること、5-5の楚簡に関わること等についてご質問

を賜り、今後取り組むべき課題を得ることができ、大変感謝申し上げます。 

 

                                                      

（Ⅱ）《从“曾国之谜”谈国、族名称的沿革》 

董珊（北京大学考古文博学院教授） 

 

所谓“曾国之谜”，是指湖北随州、枣阳一带，不断出土曾国青铜器，而传世文献记载此

地存在的是随国。曾国和随国关系如何，学术界有两种截然对立的看法：第一种认为曾、

随是两个不同的国家，第二种则认为曾、随是同一国家的两个名称，即一国二名。近年来，

几批新材料的发现，对两种意见各有支持。 

作者认为，两派观点不能达成一致的原因，在于对早期国家形态的认识不同。根据宫

崎市定、王玉哲、林沄等先生关于“城市国家”看法，在国家的初始形态阶段，“国”与“都”

本来就是一回事，国名就是都名。由此来看一国两名的现象，其实质是一国先后有两个都

城，因为氏族的迁徙，常以氏族命名地点（此点本文未展开讨论），或者是以地名命名氏

族，因此形成“人地同名”现象，又形成一族多名与一国多名。如果我们不拘泥于政权的规模
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来考察，这类“同族异名”与“同名异族”的情况都十分常见，可以举出大量的例子。 

具体到“曾国之谜”的问题上，商周之际分封姬姓之族至曾，就继承了姒姓曾人的名号，后

来姬姓之曾又迁至祁姓之随的故地，又继承了“随”的名号。“曾”和“随”是同一个国族的旧都

和新都的名称，也是这个国族的旧名和新名。“随”是见于传世典籍的新名称，而“曾”是遭到

淘汰的旧名称。 

最后，作者还谈到了在表述国族名称沿革的问题上，传世文献与出土文献有不同的立场，

传世文献常有局限性，而出土文献更能接近历史真实。 

 

 

（Ⅲ）『上海博物館藏 戰國楚竹書（一）』から見た『毛詩』に見える「緝

熙」の解釋 

藪 敏裕（岩手大学教育学部教授） 

現行本『毛詩』には「緝熙」と言う表現が五箇所で見える。この「緝熙」を含む詩

句を引用している『郭店楚墓竹簡』及び『上海博物館藏 戰國楚竹書（一）』の該当

箇所の字を檢討することにより「緝熙」の意味について考察した。この引用は文王篇

第四章の冒頭二句「穆穆文王、於緝熙敬止」の引用であるが、この二句について『毛

傳』は「穆穆、美也。緝熙、光明也」と注し、またその『鄭箋』は「穆穆乎文王、有

天子之容。於美乎、又能敬其光明之德」と注する。以後「緝熙」は、朱熹を除いて大

體「光明（光輝く）」の意味で理解されてきた。 

しかし、この「緝熙」に相当する箇所は『上海博物館藏 戰國楚竹書（一）』「䊷

衣篇」第十七簡の隷定に対する李家浩の補訂により「許𦣝」と、また『郭店楚墓竹簡』

「茲衣篇」十六章では「偮 」と、隷定されている。「許」「偮」と隷定された字（現

行本の「緝」）については、裘錫圭が「許」「緝（清母緝部）」「襲（邪母緝部）」

三者が比較的音が近いとすること、及び『説文解字』糸部に「緝、績也」とあること

等の理由から、「踏襲・繼承する」意味が妥当ではないかと推定とした。また「𦣝」

及び「 」と隷定される字（現行本の「熙」）については、『史墻盤』「亟洶（熙）

一（桓）慕（謨）（亟ひに一（桓）なる慕（謨）りごとを洶（熙）ぐ）」の「洶」に

対する裘錫圭の解釈「發揚光大（拡大し向上させる）」が適用できる可能性が髙いこ

と、『説文解字』𦣝部には「巸、廣𦣝也」とありこの段注が「熙訓廣、而熙乃巸之叚

借」と言うこと等の理由から、「廣げる」意味が妥当ではないかと推定した。 

 最後に、『郭店楚墓竹簡』「茲衣篇」十六章全体の意味を檢討した。十六章は統

治者の言行が人民に影響を与えるので、統治者はその言行を慎重にすべきことを主張

する文である。ここで引用される文王篇「穆穆文王、於緝熙敬止」は、「緝熙」を継

承し廣げる意味として「（發言行動を慎んだ）すばらしい文王、（人々も）これを繼

承し廣めて（言行を）敬むであろう」と解釈した方が、全体を整合的に理解できるこ

とを述べた。 
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《学会彙報》 

○理事会より 

廣瀬薫雄会員が本学会の推薦により第 13回（平成 28年度）日本学術振興会賞を受賞 

 

廣瀬薫雄会員(復旦大学出土文献与古文字研究中心 副研究員)が第 13 回(平成 28 年

度)日本学術振興会賞を受賞しました。本受賞は廣瀬会員の「秦漢時代の「律」・「令」

に関する通説の再検討と新仮説の提示」に関する研究業績が高く評価されたものです。 

関連リンク：https://www.jsps.go.jp/jsps-prize/kettei.html 

 日本学術振興会賞は、平成 16年度に創設され、人文学、社会科学及び自然科学の全

分野において、創造性に富み優れた研究能力を有する 45 歳未満の若手研究者を見出

し、早い段階から顕彰することで、その研究意欲を高め、研究の発展を支援すること

により、我が国の学術研究の水準を世界のトップレベルにおいて発展させることを目

的とするものです。平成 28年度は 25名の研究者が選ばれました。 

 授賞式は平成 29(2017)年 2月 8日(水)に日本学士院にて行われました。 

 

○大会委員会より 

（１）「例会」より「大会」への名称変更について 

これまで当学会では毎年度７月・１２月に「例会」、３月に「大会」を開催してま

いりました。しかし、例会と大会との間には総会の有無以外に異なるところがないも

のの、業績評価において例会報告・大会報告に差のつく場合がありました。そこで、

２０１６年度より「例会」の名称を「大会」に変更し、あわせて大会を７月（第１回

大会）・１２月（第２回大会）の年２回開催とすることになりました。それに伴い、

例会委員会の名称も大会委員会へと変更いたしました。ご理解賜りますとともに、今

後ともご支援のほど、何卒よろしくお願い申し上げます。 

（２）2016 年度第 2 回大会（総 67 回）が、2016 年 12 月 10 日（土）、岩手大学を会場

に開催されました。 

 

○会報委員会より 

（１）2012年 7 月 21日に開催された臨時総会において、「中國出土資料學會著作權規定」

が承認され、即日施行されました。本会報については第 46 号（2011 年 3 月発行）か

ら同規定が適用されます。対象となる各号掲載の著作物の利用に際しては、同規定の

定めるところにより処理されることになりますので、希望される方は、ＨＰ掲載の利

用申請書をダウンロードして事務局まで申請してください。 

（２）年３回、例会・大会開催時に合わせて発行される本『中國出土資料學會會報』は、

新しい学術情報をできるだけ早く提供することを目的として編集されています。 

会員各位におかれましては有益な情報を入手されたら、是非とも会報委員会に原稿

の提供をお願い致します。中国における最新の学界動向、遺跡発掘の模様、学会参加

記、新刊紹介など、広く提供するに足ると感じられた情報であれば何でも結構です。 

原稿は随時受け付けておりますので、事務局宛電子メールの添付ファイルとしてお

送りください。今後会報の内容を一層充実させるため、会員諸氏のふるってのご寄稿
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をお待ちしております。 

 

○機関誌委員会より 

（１）『中國出土資料研究』第 22 号の締切について 

2010 年度大会（2011 年 7 月 16 日開催）および 2011 年度大会（2012 年 3 月 10

日開催）にて、『中國出土資料研究』の投稿要領改定が承認されております。第

22 号の投稿締切日は、2017 年 12 月末日です。 

 ふるってご寄稿下さいますよう、お願い申し上げます。  

（２）『中國出土資料研究』の奥付について 

機関誌では、その奥付記載発行日と実際の出版日との間のずれが大きいことに由

来する問題が生じておりました。そこで、第 20 号からはその日付を一致させるこ

とになりました。最新第 21 号の奥付は 2017 年 7 月発行となっております。 

（３）『中國出土資料研究』原稿送付先について 

原稿の送付先は、会報末尾記載の事務局住所宛にお願いいたします。その際、メ

ールアドレスもお知らせ下さい。 

 

○事務局より 

（１）払込みにて年会費の納入をご希望の方は、ゆうちょ銀行の以下の口座にご入金下

さい。 

口座番号：00180-5-13124 

受取人：中国出土資料学会 

 なお会費は、 

通常会員・準会員   年額４０００円 

学生会員・海外会員  年額２０００円 

です。 

（２）住所変更等が生じた場合は、書面にて下記宛にご連絡下さい。 
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東京大学文学部 大西研究室 

 中国出土資料学会（事務局） 


